
技術の特徴
・表面にDNAが固定化されたシングルナノ～数十ナノメートルの直径を持つファイバーを開発。
・ナノファイバーの調製はDNAと合成脂質を水中で混ぜるだけ。
・DNAの核酸塩基配列は選択可能。
・マクロではハイドロゲルとなります。

研究の内容

ナノファイバーの原子間力顕微鏡像

今後の展開
・ナノファイバー界面へのDNAプローブの固定化。
・DNA、タンパク質、ナノ構造体等を基板に固定化するための足場材料への展開。
・DNA-タンパク質、DNA-機能性成分相互作用等のスクリーニング用材料への展開。
・様々なナノ構造、ナノ空間をもつナノマテリアル－バイオ界面の開発。
・分子ワイヤなどナノデバイスへの応用。
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DNA固定化ナノファイバーの開発
－ナノマテリアルとバイオをつなぐ界面の創出－
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